
三重県屋外広告美術協同組合・役員一同

理  事  長　森本　晃　 ㈱美　光
副理事長　山本　正　 ㈱山本塗装看板
副理事長　松生良人　 ㈲アート工房
副理事長　嶋田幸夫　 シマダ美宣
専務理事　前川克典　 常磐工芸㈱
理　　事　伊藤清之　 (有)アイ・ケイ
　  〃　     小笠原まき子 ㈱金星堂
      〃         朝井武和　 ㈱広益社
　  〃         光本五彰　 ㈱大伸光明社
　  〃　　  安田秀美　 ヤスダ　美装
　  〃　　  福岡冨美男 看板のスズカ美装
　  〃　　  櫻井正博     ㈲栄和美装
　  〃　　  紀平昌伸　 ㈱キヒラ工房　　　

理　　事　清水敬典　中電興業㈱三重支社
　  〃　　  森本克正　(財)電気通信共済会
      〃　　  西村文雄　㈲昭光堂
　  〃　　  丸山健一　ツタ塗装工芸
　  〃　　  西村博司　博栄堂看板店
　  〃　　  林　克也　㈲生光堂塗装看板
　  〃 　　 木造忠彦　㈲大勢工芸
　  〃　　  西村　誠　ヒカリ看板店
　  〃　　  岡部正浩　岡部工芸
　  〃　　  藤谷甚男　藤谷看板
　  〃　　  田中豊成　アトリエタナカ
監　　事　小林勝義　小林看板店
　   〃　　 東　正則　㈲アズマスタジオ昌研

《鳥羽水族館》中村 幸昭(はるあき)氏へ講演依頼》
    12/2 ㈯ 第43回日広連全国大会の実行委員会「ホスト東海地区連」では21世紀にふさわしい
大会運営を目指して着々と準備を進めておりますが、この程、田中錦一大会実行委員長・岩間正
美式典委員長・伊藤忠行大会副委員長・森本晃大会副委員長の4 氏が鳥羽水族館を訪れ「中村幸
昭館長」に第43回日広連全国大会での講演を依頼した。
 
《紹介》なかむら  はるあき 氏  
1928 年鳥羽市生まれ。専修大学経済学部卒業。朝日
新聞東京本社勤務を経て、1955年鳥羽水族館を設立。
現在鳥羽水族館長として2万、約 850種の魚を飼育す
るかたわら日本動物園水族館協会副会長、日本文芸家
クラブ顧問・日本貝類学会評議委員、日本甲殻学会評
議委員、三重県博物館協会長、三重県文化審議委員会
鳥羽商工会議所会頭、三重県観光大使を兼任。㈶日本
大正村村議会議長、第 5 回日本作家クラブ賞、平成6年藍綬褒章を授与される。主な著書に「海
の宇宙」(朝日新聞)「海と幸と健康法」(にっかつ書房)「ジュゴンの嫁とり物語り」 (飛鳥新社)
などがある。

《三重県デザインフェステバル》第2部会から
12/15㈮・16㈯・17㈰ 津市の3日間「メッセウイングみえ」で三重県主催のデザインフェステ
バルが開催され、三広美から第2部会が中心になって、パネル展示と T シャツ等へのプリントを
コンピータを駆使したデモンストレーションを行い、大盛況であった。

《青年部》伊賀上野 会議より
   11/25 ㈪17:00より第3回例会が開催され、西出誠
青年部長を含め15名が参加。来年6月の第43回日広連 
全国大会への参加 について、青年部としてどのように
対応すべきか協議を重ねた。
　また、21世紀の(IT)経済への対応について、三広美
の青年部としてどう有るべきかを中心に意見交換を行
った。この日は森本理事長を囲んで協同組合活動の原
点について、勉強会を予定していたが次回となった。
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2001元旦　謹賀新年
《新年のご挨拶》
　新年 明けまして お目出度うご座居ます。
昨年は、全国大会への多数の参加と合わせて、第 19回 技能グランプリ
では、嶋田英司君が「粘着シート仕上げ広告職種部門」で労働大臣賞を
受賞し、全国同業の注目を集めた事は、我々にとって誇りであり、三広美の存在を如実に示した
ものと確信しております。
　また日広連へは、情報通信委員会の新設・組織改革の推進とあわせて、急激な変化をとげる情
報技術の進歩に対応出来る、業界独自の情報通信データベースの必要性を提唱して参りました。
　内には組織改革を行い、従来の行政対策・情報文化を第一部会に、技能開発・組織振興を第二
部会に、財政管理・経営労務・事業厚生を第三部会に統合し、皆さんのご理解とご協力を結集し
て頂き、事業推進への弾みになるよう心掛けて参りました。その結果、第一部会では、三重県庁
への競争入札の指名業者としての登録を果たし、既に受注を目前にしており今後に期待されると
ころであります。また中央会の補助事業である「情報通信に関する体験講座」では多くの皆さん
がインターネットを体験し、組織のネットワーク化を推進する上で、大いに役立つのではないか
と期待するものであります。
  第 二部会では三重県主催のデザインフェステバルに参加し、我が業界への認識を高めたのでは
ないでしょうか。さらに、第三部会では共同購入事業の推進を図り、本年はその成果が期待され
るところで有ります。
　従来の会報「はまゆう」については諸般の事情で発刊に至りませんでしたが、少なくとも月一
回の情報を、お伝えしなければ成らない思いを「はがき会報」に託す事で、組合活動の一端をお
伝えするこができ、少しでもご理解が得られました事は、よろこばしい限りであります。
　尚、本年は21世紀の幕開けにふさわしい日広連全国大会を6月に控え、ホスト東海地区連とし
て、また伊勢志摩のエクスカーションの担当責任組合としての重責を果たさなければならない立
場にあり、昨年に増して会員相互の信頼と責任の分担をご理解して頂きまして、ご協力を賜りた
いと存じます。最後に成りましたが、記念すべき新世紀への門出に、会員各位様のますますの発
展と、ご家族様の健康と繁栄を心からご祈念申し上げまして、新年のご挨拶とさせて頂きます。
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